
まず、「空間デザイン」という概念を考えたい。
建築家、インテリアデザイナーにとって「空間デザイン」という言葉は日頃慣れ親しんでいる言葉だ。私も学
生時代には「空間デザイン」とは、「空気」をデザインすること、「心理」をデザインすること、といったことを教わっ
た。当時、安藤忠雄氏が設計した空間が日本的、と聞いてもピンとこず、なぜなのかさっぱり分からなかった。
その頃は空間を表層のみで判断しており、和的な装飾をする＝日本的な空間という程度に理解してしまってい
たからだ。
現在の仕事をしていて、様々に「空間デザイナー」と名の付く人と話す機会があるのだが、特に展示会業界に
おいて疑問に思うことが多い。それは、多くの人が「空間デザイン」について「3 次元的な立体物」をつくる
ことであったり、３次元の空間に「装飾を施すこと」が空間デザイン、というように認識してしまっている、
という状況を見聞きするからだ。もちろんこれも空間デザインの一つの姿だと思うので、完全な否定はしない
のだが、学生時代から空間デザインの概念を学んできたものにとってなぜか釈然としない。
そこで、立体物をつくる、装飾を施すといった空間のデザインを「オブジェ思考」による空間デザインとして
位置づけ、人間の心理を緻密にくみ取って空間を構成する手法を一般的な意味での「空間デザイン思考」とし
て位置付けるように考えている。
「空間デザイン」という概念は、建築・インテリア業界では歴史的に深く語られてきており、建築家等によって
さまざまに言及されているのだが、何分専門家同士の議論に終始することが多く、一般の人（建築・インテリ
ア業界外の方々）にとっては難解で、理解しがたい概念だと感じている。難解だからこそ、一般の人々には広
がらずいわゆる身内だけの「概念」として業界内だけに浸透しているのが現状ではないだろうか。実際に、私
も自身がデザインした空間を説明するのに、業界内関係者に説明する時の文章と、一般の方向けに説明する時
の文章は表現を全く変えるようにしている。
このような理由から、空間デザインという「概念の誤解」と認知されていない状況が社会にあるのではないだ
ろうか、と常々感じてきた。                                                                                                         

昨今、「没入体験」という販促手法が増えている。ただ単にモノを見せる、というだけでなく、その製品の世界
観に浸り、限られた人数でありながらも体験する人に強い印象を残す手法、と捉えるべきだろうか。そこには
これまで建築家やインテリアデザイナーが当たり前のように語ってきた「空間デザイン」という考え方が大き
く関わることになるはずだ。
先も言及した通り、空間デザインという概念は、主に空間デザイナーの間で深く語られてきた。しかし、現在の「没
入体験」にどこまで「空間デザインの概念」が浸透できているのか、少々心配になっている。「イマーシブプロモー
ション」を担う広告代理店の関係者をはじめ、企業の担当者がどこまで「空間デザインの概念」を理解してい
るのかが疑問だからだ。
もし、そうだとすると、現在増えつつある「没入体験」という販促手法は、空間デザインの概念を今以上に組
み入れることで、さらに進化・深化していく可能性をもっているのではないかと考えられる。
そこで、このように感じる。
「空間デザイン」という概念を業界内だけで語り合っている状態で、本当によいのだろうか、と。
没入体験という流れが社会に出てきたことは、「空間デザインという概念を社会に拡散させるチャンスが来た」
と言えるのではないか。そして、それは社会にいる空間デザイナーにとって、販促空間に関わっていく大きな
転機になるのではないかと感じている。つまりは、空間デザイナーにとって「自身を拡大する絶好の時代が到
来した」（少々大げさだが）のだと感じる。
時代は今、「空間デザインという概念」をもっと広く社会に一般化し、誰もが理解しやすい概念へと拡散される
べき時期がきたのではないだろうか。没入空間と空間デザインの関係性。
当たり前に感じるこの関係性を改めて考えてほしい。                                                                                                     
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3.5 畳という極小空間に没入空間をつくる。限られた空間の中でどのように外界から切り離された没入空
間をつくるか。そこには、かつて日本人が歴史的な空間構築の流れの中で築き上げてきた「結界」という
概念を用いる。結界という概念は多分に人間の「意識」と関係している。内部の空間に進むために、「頭
を下げて」くぐり抜ける、という行為。これは線一本、小石 1 個でも構わない。「意識」を切ることで、
外界から内部への気持ちの切り替えをする。没入空間はこのように、人間の意識・心理を積極的に関連付
けることで、更に「深化」させることができる。そして、わずか 3.5 畳の空間であっても、没入空間は作
り上げることは可能だ。昨今、没入体験を伴う販促手法が増えてきた。この販促手法は、このような空間
デザインの手法を活用することでまだまだ進化をする余地が残っていると感じる。つまり、今後も大きな
可能性をもっている販促手法なのだ。「空間デザイン」とは何なのか。これまでのように専門家の間だけ
でなく、社会一般に広く「空間デザイン」の概念とその可能性について知ってもらいたい、と願う。

3.5 畳の没入空間
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スーパーペンギンは、展示会に参加する企業の出展をサポートする空間デザ

イン会社です。様々な出展社の他、石川県や奈良県など、全国の様々な行政

とタイアップし、集客や商品陳列を解説するセミナーを開催。独自ノウハウ

により、展示場内でもっと集客のできるブースをデザインするなど成果を出

す展示会支援手法で、全国の企業・産業をサポートしています。

極小空間を没入空間とするためには、外部の空間と内
部空間を分ける必要がある。そのために「仕切」とい
う概念を用いている。今回の空間は床そのものは繋
がっており土足でそのまま踏み入れる場所となる。こ
こでは、敢えて「低い壁面」を頭を下げて「くぐりぬ
ける」。外部と内部の連続性を「意識」的に「切る」
ことで内部空間を「別空間」としている。

イマーシブルな極小空間を日本人は古来

よりつくってきた。それが「茶室」とい

う空間概念だ。空間的に茶室の空間を見

た場合、「にじり口」はその没入空間に入

るための「結界」であり、意識を切る装

置であった。この 3.5 畳の没入空間にも

似たような手法を採用している。

「没入感」を増すために、内部に入った際に「囲われ
ている感」を感じるようにしている。入口の大きな壁
面は、内部に入ると「空間を包み込む」壁となる。外
部と意識的に遮断し、空間的に「囲われている感」を
感じるようにすることで、空間内部の没入感を高める
手法となる。これに加えて音楽や香りなどの要素でさ
らに没入感を強めることが可能となる。
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